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暑いですが「灯台どうだい？」秋号です。

CONTENTS  テーマ　灯台マニアの本棚

　残暑お見舞い申し上げます。毛の長い猫がグッタリするほど暑い毎日が続いておりますが、皆さまはお元

気でいらっしゃいますように。雑誌ってなぜ常に先取りするんでしょう。気温が３０°を軽く超えていることを

無視して、「灯台どうだい？」秋号（アーリーオータム号）を発行いたしました。秋といえば読書。そんな風に

素直にテーマを決め、今回はたくさんの灯台本を紹介させていただきます。友人であり、図書館で司書をし

ているもももちゃんに協力をお願いし、厳選した７冊の本をレビューしてもらいました。彼女はこの為に灯台

本を読みあさったようです。 私は本棚の灯台本をさらに充実させるべく、古本屋さんがあればお宝本が眠っ

ていないか探し求め、灯台を愛する会の大先輩からは貴重書を譲って頂き、徐々に充実していく本棚を眺め

てはほくそ笑んでおりました。ただ、本棚に入りきらなくなったので今度は大きな本棚が欲しいです。

　そんな「灯台どうだい？」を、香川の島と陸をつなぐコミュニティ•マガジン「せとうち暮らし」で紹介して

いただきました。わーい！ 紹介し紹介され、こうして灯台の輪が広がっていきますように。

　さて、灯台本を読むときに挟む栞はどのようなものがいいか考えました。灯台の絵を描いて手作りしようか

とも思ったのですが、私は一度に数冊同時に読むタイプなので、たくさん必要なんです。そこで丁度いいもの

を見つけました。参観灯台で寄付金を支払うといただけるチケットです。大きさも紙質もまさに適切。

灯台本を読みつつ、実際に登った灯台とイメージを重ね合わせたり、一緒に行った人のことを思い出してみた

り•••。本の世界と実際に訪れた灯台での思い出がオーバーラップして、素敵な灯台読書タイムとなるのでは

ないでしょうか。そして来たる１１月１日は灯台記念日。灯台関連のイベントも沢山あります。秋は灯台を訪れ、

そして灯台本を読んで過ごしませんか？　　　　　　　　あ〜〜本当に早く秋にならないかなぁ。暑いよぉ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１４年８月１１日　不動まゆう

フランス • サンマチュー灯台のチケット　　　犬吠埼灯台の見学記念 
※フランス語ってだけでお洒落に見えます。　　※燈光会が管理する登れる灯台ではこのような記念チケットを。

　特集　灯台マニアの本棚

　 灯台名鑑
       Phare de Kermorvan

　灯台カラ届ク電波ヲ受信セヨ

　灯台マニアへの道
　　　 東京海洋大学附属図書館の巻　

　      巻末インタビュー　　　 
　　　           　      おしえて灯台守さま！　　　　　　　　　　     
                                                鈴木照秋さん

　次号の予告と配布スポット情報

　灯台
マニアの

　本棚

灯台表に始まり、学術書や写真集、絵本など、灯台に関するあらゆる本を集めたくなっちゃうのが灯台マニアの性。

や
っ
ぱ
り
灯
台
表
は
持
っ
て

な
く
ち
ゃ
始
ま
ら
な
い
よ
ね
！

日
本
の
灯
台
も
素
敵
だ
し
世
界

の
灯
台
も
面
白
い
！

特
に
「
世
界
の
灯
台
」（
成
山
堂

書
店
）
は
各
国
の
お
国
柄
を
灯

台
か
ら
見
る
事
が
で
き
て
興
味

津
々
！
地
球
上
す
べ
て
の
灯
台

に
会
い
た
い
な
ぁ
。

海
外
で
出
版
さ
れ
た
灯
台
書
籍
。

フ
ラ
ン
ス
の
灯
台
写
真
集
は
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
お
気
に
入
り
だ
し
、

灯
台
が
飛
び
出
す
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
絵
本
も
！ 

迫
力
の
大
型
本
も

あ
る
ん
だ
け
ど
、
本
棚
に
入
り

き
ら
な
い
。

世
界
中
で
灯
台
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
絵
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
絵
も
素
敵
だ
し
、
お
話
も

ジ
ー
ン
と
感
動
す
る
も
の
ば
か

り
。

灯
台
め
ぐ
り
を
勧
め
る
旅
行
ガ

イ
ド
本
。
昭
和
40
年
〜
50
年
代

の
物
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
レ
ト

ロ
な
言
い
回
し
に
グ
ッ
と
き
ま

す
。

今回は図書館で司書をしている

友達のもももに協力を仰ぎ、

灯台本をたくさん紹介します！

　Kermorvan（ケルモヴァン）灯台。
四角くてたくましいボディの上に、優しい瞳が
乗っています。海側は白く塗られていますが、
陸側は石積みの質感を残し、見る角度で表情
を変えます。この灯台はフランス北西部の小さ
な港で船を見守るように建っています。私は映
画「灯台守の恋」のロケ地となったウェサン島
に向かう際、この港を訪れました。
冬場、この海域はとても荒れるため難破する船
が絶えなかったようです。そのため多くの灯台
が岩礁の上に建てられているので、船に乗ると
きは双眼鏡をお持ちください。夏は一転して穏
やか。浮標の上で海鳥が羽を休めています。
灯台名鑑（P.6）も合わせてお楽しみください。
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島
の
素
朴
な
若
者
の
純
恋
愛

に
わ
く
わ
く
し
す
ぎ
る
一
冊
。

舞
台
と
な
っ
て
い
る
歌
島
は
三

重
県
の
神
島
を
モ
デ
ル
と
し
て

い
ま
す
。
出
て
く
る
の
は
生
活

の
一
部
系
灯
台
。
漁
村
の
人
々

の
生
活
に
根
ざ
し
た
現
役
の
灯

台
で
す
。
漁
師
の
青
年
と
海
女

の
少
女
に
と
っ
て
灯
台
は
常
に

そ
こ
に
あ
る
、
日
常
の
風
景
。

し
か
し
、
そ
こ
で
あ
ま
ち
ゃ
ん

で
有
名
な
「
潮
騒
の
メ
モ
リ
ー
」

の
「
き
～
て
～
よ　

そ
の
火
～

を　

と
び
こ
え
て
～
♪
」
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
の
で
す
…
。

わ
く
わ
く
！

　

恐
竜
に
ま
つ
わ
る
S
F
小
説

の
短
編
集
。
そ
の
中
の
一
話
「
霧

笛
」
が
灯
台
本
で
す
。
深
さ

二
十
マ
イ
ル
の
孤
独
な
海
の
底

に
住
む
太
古
の
生
き
も
の
。
そ

の
目
に
、
海
岸
に
佇
む
巨
大
な

塔
は
ど
う
映
る
の
か
…
。「
光
の

尾
を
ふ
り
ま
わ
し
、
塔
の
高
い

喉
く
び
で
は
霧
笛
が
う
な
り
声

を
あ
げ
て
い
る
」
姿
は
ま
さ
に

恐
竜
系
灯
台
！
ど
迫
力
の
シ
ー

ン
は
、
文
章
で
読
ん
で
も
自
然

と
頭
の
中
に
映
像
が
浮
か
び
ま

す
。
冒
頭
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
静
か
な
ラ
ス
ト
で
は
、

と
て
も
切
な
い
気
持
ち
に
…
。

　

ム
ー
ミ
ン
パ
パ
が
あ
る
日
思

い
立
ち
、
一
家
で
島
の
灯
台
に

移
り
住
む
話
。
良
き
大
黒
柱
、

良
き
灯
台
守
を
目
指
し
奮
闘
し

ま
す
が
…
。
と
に
か
く
ス
タ
イ

ル
か
ら
入
る
パ
パ
が
予
想
以
上

の
海
の
厳
し
さ
に
悪
戦
苦
闘
。

こ
う
ゆ
う
人
い
る
よ
な
あ
…
。

パ
パ
が
躍
起
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
灯
台
と
海
は
ム
ー
ミ
ン
一

家
に
厳
し
い
一
面
を
突
き
つ
け

ま
す
。
言
う
な
れ
ば
ツ
ン
デ
レ

系
灯
台
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
で

も
居
心
地
の
良
い
場
所
に
し
て

し
ま
う
ム
ー
ミ
ン
マ
マ
で
さ
え

手
を
焼
い
た
、
単
調
で
退
屈
な

灯
台
ラ
イ
フ
！

潮騒

三島 由紀夫 著
新潮文庫

恐竜物語

レイ • ブラッドベリ 著
伊藤 典夫 訳
新潮文庫

ムーミンパパ海へいく

トーベ • ヤンソン作 • 絵
小野寺 百合子 訳
講談社青い鳥文庫

レクイエム

アントニオ • タブッキ 著
鈴木昭裕 訳
白水社

波 百年文庫 48

「燈台守」
シェンキェヴィチ 著
吉上昭三 訳
ポプラ社

昨日のように遠い日　
少女少年小説選

「灯台」
アルトゥーロ・ヴィ
ヴァンテ 著
西田英恵 訳
柴田元幸 編
文藝春秋

そ
の
灯
台
の
光
を
見
て
し
ま
っ
た
人
は

…
。
灯
台
が
ホ
ラ
ー
漫
画
の
舞
台
に
！

うずまき 2
スピリッツ怪奇
コミックス

伊藤潤二
小学館

灯
台
守
の
思
い
出
を
壊
す
く
ら
い
な

ら
、
ぼ
く
は
「
い
い
子
」
じ
ゃ
な
く
て

い
い
。

老
人
が
激
動
の
人
生
の
果
て
に
た
ど
り

着
い
た
、
灯
台
と
い
う
安
住
の
地
。

イ
ン
テ
リ
イ
タ
リ
ア
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

紀
行
。
灯
台
の
光
で
お
し
ゃ
べ
り
な
ん

て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
！

オススメ灯台本７冊！

   編集長の本棚から選んだ 図書館司書もももが選ぶ

　

発
行
は
昭
和
31
年
。
古
本
屋
さ

ん
で
も
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
貴
重
書
。
日
本
の
灯
台
の
歴
史

を
当
時
の
記
録
写
真
か
ら
学
ぶ
事

が
で
き
る
。
こ
の
本
が
ど
う
し
て

も
欲
し
く
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

２
万
円
で
落
札
し
た
と
こ
ろ
、
直

後
に
３
千
円
で
出
品
さ
れ
て
い
る

の
を
発
見
し
落
ち
込
む
。

　

昭
和
18
年
発
行
。
明
治
、
大
正
、

昭
和
と
３
つ
の
時
代
を
灯
台
守
と

し
て
生
き
た
著
者
の
痺
れ
る
ほ
ど

カ
ッ
コ
い
い
生
き
様
。

　

昭
和
17
年
発
行
。
灯
台
船
と
は

僻
地
の
灯
台
に
食
料
や
物
資
を
届

け
、
灯
台
守
や
ご
家
族
の
診
療
も

行
う
船
の
こ
と
。
こ
ん
な
事
も
あ
っ

た
の
か
と
驚
く
逸
話
が
満
載
。

作
品
に
よ
っ
て
灯
台
の
描
か
れ
方
が

全
く
違
っ
て
、と
て
も
面
白
い
で
す
。

　

昭
和
55
年
発
行
。
全
国
52
の
灯

台
に
関
す
る
逸
話
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
灯
台
に
歴
史
有
り
、
ド

ラ
マ
有
り
。
今
は
亡
き
東
京
灯
標

も
載
っ
て
い
て
切
な
い
な
ぁ
。

　

昭
和
33
年
発
行
。
灯
台
の
あ
ら

ゆ
る
側
面
を
絵
や
写
真
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
か
ら
も
感
じ
る
よ
う
に

灯
台
へ
の
誇
り
と
愛
で
あ
ふ
れ
る

一
冊
。

　

海
事
系
図
書
で
有
名
な
成
山
堂

書
店
発
行
の
本
。
灯
台
の
光
色
を

数
式
で
計
算
す
る
方
法
な
ど
、
専

門
的
で
ク
ー
ル
な
一
冊
。
こ
れ
は

灯
台
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
教
科
書
！

　

燈
台
を
住
み
家
と
し
て
人
々
が

暮
ら
す「
燈
台
の
国
」の
お
話
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ッ
ク
で
美
し
い
灯
台
の
絵

に
魅
了
さ
れ
ま
す
。

　

主
人
公
は
小
学
校
５
年
生
の
女

の
子
。
受
験
勉
強
に
疲
れ
た
あ
る

日
、
原
っ
ぱ
で
灯
台
を
見
つ
け
ま

す
。
灯
台
守
の
お
じ
い
さ
ん
や
、

レ
ン
ズ
、
霧
笛
も
大
事
な
要
素
と

な
っ
て
登
場
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
に
も
読
ん
で
欲
し
い
、

優
し
い
気
持
ち
を
育
む
物
語
。

　

何
回
読
み
返
し
た
だ
ろ
う
。
い

つ
も
同
じ
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
泣

い
ち
ゃ
う
。
勇
敢
な
灯
台
守
の
少

女
は
、
自
分
の
危
険
を
省
み
ず
船

を
守
り
ま
す
。
昔
の
灯
器
の
絵
も

興
味
深
い
、
大
好
き
な
絵
本
。

写真で見る　灯台文化九十年
石橋 鎮雄 編
社団法人 燈光会　発行所：国光出版株式会社

燈臺生活三十三年

橋本 喜之助 著
精華房

燈臺船　羅州丸

齋藤 謙蔵 著
東晃社

燈台風土記

西脇 久夫 編
社団法人 燈光会

絵で読む文庫　
灯台は生きている
清閑寺 健 編
同和春秋社

灯台　– 海上標識と信号 –
坪内 紀幸 , 森 勝三、
稲垣 襄二 著 
成山堂書店

ともしびの木

小松 千明 作　小松 修 画
パロル舎

夜の学校

田村 理江 作　
佐竹 美保 絵
文研出版

灯台守のバーディ

デボラ •
ホプキンソン 作　
キンバリー •
バルケン • ルート 絵
掛川 恭子 訳
BL 出版

   灯台本ベストナイン！

あえてタイトルに
「灯台」と付いていない本を
紹介します。探してみたら
沢山ありました！

本棚の中はどれも大好きな
灯台本ばかり。
選ぶのが大変だったにゃ。

※こちらで紹介した書籍は既に絶版となっているものも含まれています。
　絶  印の付いた書籍は図書館などでご覧頂きますようお願いいたします。

絶絶

絶 絶

絶

絶

絶



Kermorvan 灯台

フランス ブルターニュ地域圏　

48°21’45”N _ 4°47’27”W

建設：1849年

高さ：20,35m

灯質：単閃白光 毎 5秒 1 閃光



  

灯
台
放
送
（
正
式
名
称
：
船
舶
気

象
通
報
）
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
か
？

  

沿
岸
海
域
の
安
全
な
航
行
の
た

め
、
各
地
の
主
要
な
岬
の
灯
台
等

で
風
向
、
風
速
、
波
の
高
さ
等
の

気
象
・
海
象
の
観
測
を
行
い
、
そ

の
情
報
を
全
国
29
箇
所
の
灯
台
及

び
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
G
P
S

局
か
ら
無
線
で
発
信
し
て
い
る
。

  

ラ
ジ
オ
で
そ
の
電
波
を
受
信
で
き

れ
ば
、
例
え
ば
こ
ん
な
音
声
が
聞

こ
え
る
は
ず
だ
。

　

沖
縄
か
ら
北
海
道
ま
で
各
地
の

灯
台
が
次
か
ら
次
へ
と
入
れ
替
わ

り
で
放
送
を
行
っ
て
い
る
。
ま
る

で
灯
台
か
ら
灯
台
へ
バ
ト
ン
を
受

け
渡
し
、
日
本
列
島
を
駆
け
巡
る

リ
レ
ー
の
よ
う
だ
。

各
灯
台
の
持
ち
時
間
は
約
２
分
。

毎
時
00
分
か
ら
宮
古
島
（
図
１
の

1
）
か
ら
の
放
送
が
始
ま
り
、
太

平
洋
側
を
北
上
し
て
34
分
40
秒
に

北
海
道
の
釧
路
埼
D
G
P
S
局

（
17 
）
ま
で
く
る
と
、
今
度
は
長
崎

県
五
島
の
大
瀬
埼
灯
台
（
18
）
か

ら
日
本
海
側
を
北
上
し
、
ア
ン
カ
ー

の
北
海
道
の
焼
尻
島
灯
台
（
29
）

は
57
分
50
に
放
送
を
行
う
。
そ
し

て
再
び
00
分
に
は
宮
古
島
に
バ
ト

ン
が
渡
る
。
1
時
間
で
一
周
し
、

毎
時
間
、
毎
日
3
6
5
日
続
け
ら

れ
て
い
る
。
現
在
は
自
動
音
声
に

な
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
灯
台
守

が
放
送
し
て
い
た
。（
昭
和
中
頃
ま

で
は
モ
ー
ル
ス
信
号
で
、
そ
の
後

は
肉
声
で
）

こ
の
放
送
を
受
信
す
る
の
は
主
に

近
海
の
船
舶
だ
。
そ
の
た
め
各
局

出
力
は
50
W
程
度
で
、
昼
間
は
あ

ま
り
遠
く
ま
で
届
か
な
い
。
し
か

し
夜
に
な
る
と
、
電
離
層
の
反
射

に
よ
っ
て
電
波
が
遠
く
ま
で
伝
わ

各
局 

各
局 

各
局

こ
ち
ら
は
八
丈
島　

八
丈
島　

八
丈
島

海
上
保
安
庁
が　

八
丈
島
灯
台
の

気
象
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
刻
〇
時
○
分　

八
丈
島
灯
台
で
は

〇
〇
の
風　

○
メ
ー
ト
ル

波
の
高
さ　

○
メ
ー
ト
ル

お
わ
り

こ
ち
ら
は
八
丈
島　

く
り
か
え
し
ま
す　

（
情
報
を
繰
り
返
す
）

お
わ
り　
　

こ
ち
ら
は
八
丈
島

さ
よ
う
な
ら

 

電
離
層
の
ご
機
嫌

　

電
離
層
と
い
う
の
は
、
地
球
を

覆
う
大
気
の
上
層
部
に
あ
り
、
電

子
密
度
が
高
く
、
電
波
を
反
射
し

た
り
吸
収
し
た
り
す
る
性
質
を
持

つ
層
の
こ
と
。
灯
台
放
送
な
ど
の

中
波
と
呼
ば
れ
る
電
波
は
電
離
層

に
反
射
す
る
こ
と
で
遠
く
ま
で
届

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
距

離
は
電
離
層
の
ご
機
嫌
（
状
態
）

次
第
。
遠
く
の
放
送
を
聞
く
に
は
、

中
波
を
吸
収
す
る
電
離
層
が
消
え

る
夜
が
適
し
て
い
ま
す
。

 

ア
ン
テ
ナ

　

遠
く
離
れ
た
灯
台
の
放
送
を
聴

く
に
は
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
灯
台
放
送
を
頻
繁
に
聞
い

て
い
た
頃
、
私
は
千
葉
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
関
東
近
県
や
、
八
丈

島
な
ど
は
比
較
的
簡
単
に
受
信
で

き
ま
す
が
、
距
離
が
離
れ
る
と
難

し
く
な
り
ま
す
。
私
は
日
本
全
国

の
灯
台
放
送
を
聞
く
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
た
為
、
ア
ン
テ
ナ
を
自

作
し
ま
し
た
。
4
回
の
試
作
品
を

重
ね
、
よ
う
や
く
宮
古
島
か
ら
の

放
送
が
聞
け
た
と
き
は
達
成
感
に

浸
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

受
信
で
き
た
ご
褒
美
！

　

灯
台
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
ら
そ
の
受
信
状
況
を
報
告
す
る

と
、
放
送
を
聞
い
た
証
明
と
し
て

ベ
リ
カ
ー
ド
を
送
っ
て
も
ら
え
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
ー
ド
と
い
う
受
信
状
況
を
評
価

す
る
5
桁
の
コ
ー
ド
と
、
自
分
の

住
所
、
そ
し
て
返
信
用
の
切
手
を

担
当
基
地
局
に
送
り
ま
す
。
私
は

1
年
ほ
ど
か
け
て
29
カ
所
の
ベ
リ

カ
ー
ド
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
ひ
と

つ
ひ
と
つ
個
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
カ
ー
ド
も
以
前
は
灯
台
守
の
手

書
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

灯台放送を聞く為に必要な３つのコト

 

ラ
ジ
オ

 　

ま
ず
受
信
す
る
た
め
の
ラ
ジ
オ

が
必
要
で
す
。
日
本
で
通
常
使
わ

れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
は
A
M
の
受

信
周
波
数
範
囲
が
1
6
2
0
キ

ロ
ヘ
ル
ツ
ま
で
と
な
っ
て
い
る

の
で
、「
Ａ
Ｍ
ワ
イ
ド
」
と
い
う

A
M
1
6
7
0　

5
キ
ロ
ヘ
ル
ツ

が
可
聴
領
域
と
な
っ
て
い
る
ラ
ジ

オ
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
ソ
ニ
ー

か
ら
い
く
つ
か
販
売
さ
れ
て
い
る

他
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｅ

Ｎ
等
も
な
か
な
か
良
い
製
品
を
出

し
て
い
ま
す
。

る
た
め
、
全
国
の
灯
台
放
送
を
受

信
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ

れ
を
聴
い
て
い
る
と
、
日
本
全
国

の
灯
台
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
。
私
は

聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
想

像
し
て
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
き
た
。
ぜ

ひ
聴
い
て
み
た
い
。
灯
台
放
送
を

聴
く
方
法
に
つ
い
て
『
灯
台
放
送

フ
ァ
ン
』
と
い
う
Ｈ
Ｐ
を
開
設
・

管
理
し
て
い
る
延
江
俊
輝
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

  

秋
の
夜
長
は
、
灯
台
放
送
に
耳
を

か
た
む
け
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
の
は
難
し
い

か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
近
く
の

灯
台
放
送
な
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

る
か
も
。
耳
を
す
ま
せ
ば
今
こ
の

瞬
間
も
全
国
の
灯
台
た
ち
が
海
の

様
子
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

灯
台
カ
ラ 

届
ク
　
電
波
ヲ 

受
信
セ
ヨ

延江さんのベリカードコレクションの一部
灯台放送ファン　http://www.toudairadio.net

灯
台
は
人
が
作
っ
た
建
造
物
に
も
関
わ

ら
ず
、
風
景
の
中
で
自
然
と
調
和
す
る

と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
灯
台

の
持
つ
透
明
感
に
も
惹
か
れ
ま
す
ね
。
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延江俊輝さん



私
は
当
時
珍
し
い
ゴ
ム
靴
だ
っ
て

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
母
は
私
に
村

の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
な
格
好
を
さ

せ
る
た
め
、
は
ん
て
ん
を
作
っ
て
着

せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
お
手
伝
い
は
？

　

遊
び
の
よ
う
な
感
じ
で
レ
ン
ズ
を

拭
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
に
手

伝
わ
せ
る
よ
う
な
仕
事
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
１
度
だ

け
、
父
が
用
事
で
出
か
け
た
の
で
す

が
、
日
没
時
間
に
な
っ
て
も
帰
っ
て

こ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

辺
り
は
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
り
、
母

が
灯
台
の
明
か
り
を
つ
け
た
の
で
す

が
、
回
転
装
置
の
調
子
が
悪
く
レ
ン

ズ
が
回
り
ま
せ
ん
。
父
だ
っ
た
ら
す

ぐ
直
せ
る
も
の
で
も
、
母
で
は
手
が

で
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
と
弟

が
レ
ン
ズ
を
素
手
で
直
接
ま
わ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
小
学
校
低

学
年
、
弟
は
５
歳
く
ら
い
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
秒
に
何

閃
光
な
ん
て
計
っ
て
い
ら
れ
な
く

て
、
一
心
不
乱
に
重
い
レ
ン
ズ
を
回

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
弟
は
泣
き

出
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
励
ま
し

合
い
な
が
ら
父
が
帰
っ
て
く
る
ま
で

回
し
続
け
ま
し
た
。

ご
自
身
も
灯
台
守
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

父
は
私
に
、
同
じ
よ
う
な
苦
労
は

さ
せ
た
く
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
す
。
大
学
を
出
て
就
職
し
て
く
れ

れ
ば
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

あ
る
日
、
私
を
映
画
館
に
連
れ
て

行
っ
た
ん
で
す
。
灯
台
守
の
人
生
を

描
い
た
映
画
と
し
て
有
名
な
「
喜
び

も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」
で
し
た
。
映

画
を
観
て
改
め
て
灯
台
守
と
い
う
仕

事
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
か
ら
漠
然
と
、
私

も
灯
台
守
に
な
ろ
う
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

父
と
私
が
同
時
に
灯
台
守
を
し
て

い
た
期
間
は
４
年
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

父
は
真
面
目
で
静
か
な
優
し
い
人
で

し
た
が
、
仕
事
に
つ
い
て
下
手
に
質

問
を
す
る
と
ど
や
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
灯
台
だ
け
で
は
な
く
無
線
局

で
の
仕
事
が
多
か
っ
た
の
で
デ
ッ
カ

局
や
ロ
ラ
ン
局
と
い
っ
た
場
所
で
、

海
上
に
い
る
船
の
場
所
を
特
定
す
る

た
め
の
電
波
を
発
信
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
船
の
出
入
港
を
管
理
す
る

管
制
官
な
ど
も
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
最
後
の
勤
務
地
と
し
て
希
望
を

だ
し
た
の
は
父
も
灯
台
守
を
務
め
た

こ
と
の
あ
る
犬
吠
埼
灯
台
で
す
。
そ

う
考
え
る
と
私
の
灯
台
守
と
し
て
の

人
生
は
、
常
に
親
父
の
背
中
を
み
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

  

親
子
2
代
、
お
父
様
も
ご
自
身
も

灯
台
守
の
職
に
付
か
れ
た
鈴
木
照
秋

さ
ん
。
昭
和
18
年
、
疎
開
先
で
生
ま

れ
、
４
歳
か
ら
灯
台
で
過
ご
さ
れ
ま

す
。
照
秋
さ
ん
の
人
生
は
ま
る
で
灯

台
そ
の
も
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な
幼
少
期
で
し
た
か
？

　

当
時
、
学
校
も
な
か
な
か
い
け
な

い
人
が
多
い
中
、
保
安
学
校
を
出
て

海
上
保
安
庁
に
入
庁
し
、
灯
台
を
任

さ
れ
て
い
る
灯
台
長
は
特
別
な
立
場

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

の
私
で
さ
え
、
道
を
通
る
と
き
お
ば

あ
さ
ん
が
道
の
端
に
よ
け
て
待
っ
て　

い
る
ん
で
す
。
ど
う
し
た
の
？
と
聞

く
と
、
灯
台
の
ボ
ン
が
お
通
り
に
な

る
か
ら
待
っ
て
た
っ
て
い
う
ん
で
す

よ
。
島
や
村
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
風
に
接
し
て
く
る
人
た

ち
も
い
ま
し
た
。
で
も
子
ど
も
同
士

に
と
っ
て
は
そ
ん
な
こ
と
全
然
関
係

な
く
て
、
仲
良
く
遊
ん
で
い

ま
し
た
よ
。
で
も
今
思
う
と
、

そ
ん
な
風
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
母
親
の
気
遣
い
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
村
の
子

ど
も
た
ち
は
、
は
ん
て
ん
を
着
て
、

自
分
で
編
ん
だ
わ
ら
じ
を
履
い
て
い

ま
し
た
。

オオトリ。
　きかせて灯台守さま 　鈴木照秋さん

灯台初心者の 24 歳。秋は読書よりグルメ？天高くハラ
肥ゆる秋。編集アシスタントとしてがんばってます！　　　　　　　

ハラちゃん •••

４

 
 

館
内
に
入
っ
て
す
ぐ
の
棚
に
は
、
灯

台
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
並
べ
て
あ

る
。
日
本
各
地
の
灯
台
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア

版
で
大
集
合
！
可
愛
さ
満
点
だ
。

　
東
京
海
洋
大
学
附
属
図
書
館(

越
中

島
キ
ャ
ン
パ
ス)

は
海
洋
工
学
系
の
資

料
が
充
実
し
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
は

ま
っ
た
く
未
知
の
領
域
。
そ
ん
な
本
棚

を
さ
ま
よ
う
の
は
新
鮮
で
ド
キ
ド
キ
す

る
。
進
ん
で
い
く
と
、
お
目
当
て
の
灯

台
関
連
コ
ー
ナ
ー
発
見
！
さ
す
が
海
洋

大
、
貴
重
で
レ
ト
ロ
な
写
真
集
や
、
構

造
に
関
し
て
の
専
門
書
、
灯
台
表
も

揃
っ
て
い
る
。
図
書
館
独
特
の
懐
か
し

い
よ
う
な
本
の
匂
い
と
、
窓
の
外
か
ら

差
し
込
む
緑
の
穏
や
か
な
光
を
感
じ
な

が
ら
、
灯
台
の
写
真
集
を
眺
め
て
は
、

ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
・
・
こ
ん
な
一
日
も
良

い
で
す
ね
。

一
人
前
の
灯
台
マ
ニ
ア
に
な
る
た
め
、

ハ
ラ
ち
ゃ
ん
の
精
進
の
日
々
は
続
く
！

※
貸
出
に
は
利
用
登
録
が
必
要
な
の
で
、

　
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

灯台マニア的 図書館のススメ

　東京海洋大学附属図書館
　越中島キャンパス

◇開館時間
平日 8:45~20:00   土 9:45~17:00
※夏休み期間がありますので、開館日は HP で
　ご確認ください。

◇アクセス
JR 京葉線・武蔵野線「越中島駅」
→徒歩 2 分
地下鉄東西線・大江戸線「門前仲町駅」
→徒歩 10 分
地下鉄有楽町線 • 大江戸線「月島駅」
→徒歩 10 分

◇ HP　http://lib.s.kaiyodai.ac.jp/

東京海洋大学
 附属図書館の巻

釧路港南防波堤灯台　1967 年厳冬

えりも岬灯台　1965 年ごろ



  
次 号 の 予 告　　   NEXT  ISSUE

 港へ会いにゆこう。

次号　Vol. ０４は 

2014 年 11 月 11 日ごろ発行予定！

灯台どうだい？ 第３号（2014 年秋号）
発行日　2014 年８月 11 日
Staff     　原 亜緒衣
発行者　不動まゆう

カモメと一緒に

ビットに腰を掛けて、

防波堤灯台を眺めたい♥

　　横浜港と神戸港、日本を代表するふたつの港。

　　そこにはどんな灯台がいるのでしょう •••

Special Thanks
一般社団法人 燈光会
阿部 隆人

灯台どうだい？を置いていただいている場所　　ありがとうございます！

　•全国の登れる灯台　（入道埼灯台、出雲日御碕灯台、角島灯台、都井岬灯台、潮岬灯台、大王埼灯台、

　　　　　　　　　　　 　安乗埼灯台、御前埼灯台、初島灯台、野島埼灯台、観音埼灯台、犬吠埼灯台、　　

　　　　　　　　　　　　 塩屋埼灯台、残波岬灯台、平安名埼灯台）※残波岬灯台８月現在見学休止中

　•

　　海事系博物館　　海上保安資料館 横浜館、海洋情報資料館、神戸海洋博物館、船の科学館、

　　　　　　　　　　横浜みなと博物館、フェルケール博物館、名古屋海洋博物館、

　　　　　　　　　　瀬戸内海歴史民俗資料館、呉市海事歴史科学館、海王丸パーク　　　　　　　

　　　　　　　　　　男木島灯台資料館、鳥羽 海の博物館

　　カフェ／バー　　　ノアノア【愛知県／美浜町】、美保関灯台ビュッフェ【島根県／松江】、　　　　
　　　　　　　　　　TSUBAKI【茨城／日立】、Lighthouse【沖縄／那覇】
　　　　　　　　　　カーディフ【東京／目黒】

　　ショップ　　　　『Lighthouse Keeper』灯台グッズ専門ショップ【神奈川／江ノ島】

　　　　　　　　　　『STAR SHIP MODELS』　海雑貨と船の模型の専門店【北海道／帯広】
　　　　　　　　　　『B＆ B』本屋【東京／下北沢】
　　　　　　　　　　『オンリーフリーペーパー』　【東京／渋谷パルコ１の４階】
　　　　　　　　　　

不動

　

今
回
ハ
ラ
ち
ゃ
ん
は
、

初
の
単
独
取
材
で
東
京
海
洋
大

学
附
属
図
書
館
へ
行
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
ど
う
だ
っ
た
？
ご
迷
惑

か
け
な
か
っ
た
？

は
い
！
図
書
館
の
皆
様
に

と
て
も
ご
親
切
に
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
取
材
が
で
き

ま
し
た
！

ハラ

編
集
後
記

不動：ム〜リ〜！なぜなら第３号は、いつもより 500 冊多い 3000 冊印刷しちゃったからオケラなのさ！

最新情報は→　http://toudaifreepaper.jimdo.com
　　お問い合わせメール　toudaidoudai@gmail.com 

（励ましのメールをありがとうございます！めちゃめちゃ嬉しいです！）

そ
し
て
撮
影
の
あ
と
は

も
ち
ろ
ん
学
食
に
行
き
ま

し
た
よ
！
チ
ー
ズ
チ
キ
ン
カ

ツ
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

思
い
出
し
た
ら
お
腹
す
い
て

き
ち
ゃ
っ
た
。
編
集
長
、

ス
テ
ー
キ
食
べ
さ
せ
て
！


